
i屯i差点描
一一姶とえ・中鳴嶺�µ.－

リヴォフのオペラ座 (JU:終凶〉

一年前の秋、 モスクワでの第六回目ソ円巾会活のあと、 私は、 リヴォ フへのーが1小

旅行に行 く機会Iこ忠まれた。 リ ヴォフとJつでもl l本人にはまだ馴ぬみの，Wい地名で

あろうが、 そこはソ辿f.11ウクライナ共和国の内端、 もうポーランド国境までが:JGO"'cと

いう位以にあり、故近ょうやく外凶人旅行省に「開放」されたばかりとJう人「170万

の都市である。

かつて1'1 I立紀にはモンゴルの米豊島を巣敢に防いだこの地も、 1811t紀後半の第一次ポー

ランド分別でマリア ・ テレサ治下のオーストリア似となり、 ハプスプノレク家の文化的

彬響下に入った。 今Hではソ辿似に併合されてしまったが、 モスクワやキエフと束肉
ヨーロyパとを結ぶ交通の:lJ.!衝でもある。 街中がぞi·�·�みのリヴオ フの悶Iは紅瓜に映え、

あちこちにギリシャ正教会、 カソリァク教会、 71レメニア教会などのん・いill物が必ん

でいた。 スターリンによる償制移住まではポーランド人が多くuシんでいた伺ldiだとd

うだけに、 ここがソ辿か と .＇.！.＇. わ せた。

私たちはこの伺ldiの中心に似凶するオペラ劇場へ案内されたが、 ヰォ . Jレネyサン

ス械式のここのオペラl蛍は、 1900王手建立とのことで、 彫像や盟問も囚をは弧るばかり

であり、 まさしくウィーンのオベラ座をそのまま少し小さくしただけと占ってよい比

・JTなものであった。 その夜は、 山し物が「内J.�の湖」全続のためか満席で 、 終泊した

H与はもう夜の11時に近かったけれど、 lfr.を立つ聡衆は一人もいなかった。

迎円、 di内を山由にi政策する短かい時Ill！があったので 、 私は同行の人たちがn L、物

をしている合！日lに、 このスケγチをものしたのである。私にとっても想いw深いー吹

になった。 〈点京外f-i<f約六’下教授〉

(逍遙点描-リヴォフのオペラ座(『東亜』1990年12月号-1990.12
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